
多賀城市の児童生徒

長期欠席状況の傾向と対策
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兄弟、父母など
家族関係の影響による

集団不適応



短期欠席が約半数



短～中期欠席が約半数



けい
１・２年生で新規。
５・６年生でも新
規増に。

１年生で新規増。
２年生でも新規増
傾向。

新規不登校のほと
んどは欠席４０日
前後。

継続不登校では、
１００日以上の欠
席が多くなる。

小から中へ
不登校はほぼ引き
継がれている。



結果分析と対策１

○ 不登校の背景（理由）

・小学校（低学年） 👉 家族関係（家庭環境）

・小学校（中学年）、中学校 👉 集団不適応



結果分析と対策１

○不登校の背景（理由）

・小学校（低学年） 👉 家族関係（家庭環境）

◎対策１

・家庭から学校に明るく送り出す力を求めたい。

・保護者に児童を学校につなぐ責務があることを伝える必要性も。



結果分析と対策１

○不登校の背景（理由）

・小学校（中学年）、中学校 👉 集団不適応

◎対策２

・集団 ＝ 学級 集団作り（学級づくり）を意識した経営。

・一人一人の見取り。特別支援コーディネーターと共有⇒保護者との教育相談へ。



結果分析と対策２

○欠席の期間

小学校 約半数が５０日までの欠席

中学校 半数超が１００日までの欠席

対策に違い

小中学校 １００日を超える欠席は継続不登校に多い。



結果分析と対策２

○欠席の期間

小学校 約半数が５０日までの欠席

中学校 半数超が１００日までの欠席

◎日ごろからの声掛け。

家庭から送り出す力を引き出す。



結果分析と対策２

○欠席の期間

小中学校 １００日を超える欠席は継続不登校に多い。

◎ より個別要因に向き合う必要性。

個々の想いに近づき、次の対応策につなげる。



学校に伝えていること（校長会にて）

〇未然防止 学校の魅力創生

自信をもって「学校に送り出せ！」

〇初期対策 不安解消 「学校はあなたの味方だよ！」

〇継続対応 チーム学校として力の発揮どころ



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

Ｒ４ 小 0 5 15 18 21 24 31 36 45 50 60 66

Ｒ５ 小 0 9 22 23 25 43 64 80 89 112 127 132

Ｒ６ 小 0 9 22 28 32 42 59 74 84 0 0 0
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不登校の状況（小学校）

Ｒ４ 小 Ｒ５ 小 Ｒ６ 小

令和6年度（12月末現在）の長期欠席者数【小学校】



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

Ｒ４ 中 0 10 38 47 55 72 81 89 94 96 104 108

Ｒ５ 中 0 17 48 57 58 74 84 101 110 117 128 133

Ｒ６ 中 0 12 41 63 72 89 105 121 127 0 0 0
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不登校の状況（中学校）

Ｒ４ 中 Ｒ５ 中 Ｒ６ 中

令和6年度（12月末現在）の長期欠席者数【中学校】



令和６年度 保護者配布のリーフレット



令和７年度児童生徒支援に係る事業

【その他】
〇リタリコ教育支援ソフト（全小・中学校）

〇スクリーニングテスト（小１） 正確なアセスメント
〇たつじんテスト（小２～４）
〇SC・SSWとのケース会議

〇ケアハウス担当者会議

〇学び支援教室担当者情報交換 アセスメントに基づく
〇特別教育支援員の勤務体制の変更 適切な支援
（週２３時間から３０時間へ）

〇不登校児童生徒に係る研修会

※R6は全教職員対象・保護者参加 未然防止・早期対応

〇学校運営協議会との連携・協働

〇地域学校協働本部の支援 地域総ぐるみでの支援


